
第３次今治市総合計画基本構想 概要
策定コンセプト

①市民目線での見やすさ、伝わりやすさ重視
本構想では市の目指す姿がまっすぐ伝わるように。

②庁内で活用できる計画へ
施策の単位で責任の所在を明確化し、総合戦略や個別計画との関係も考慮

③計画全体で今治らしさを発信
将来都市像に加え、施策単位でも海事、しまなみ、自転車などの今治らしさをア
ピール

基本構想の章立て
内容章

計画の冒頭に目指すべき将来像のビジュアル資料を提示し、わくわく感を創出。はじめに

計画として最低限必要な、総合計画の目的や計画期間や構成を見開き１ページに集約。
冒頭に将来都市像を掲載することで、計画の行政文書感を緩和。

第1章
総合計画の策定にあたって

今治の強み・弱みや市を取り巻く時代背景を整理。詳細データは資料編に回し、基本構想
では大枠の課題感のみ記載。

第2章
総合計画策定の背景

第2章の状況を受け、次の10年で目指すべき将来都市像と、込めた思いを記載。第3章
今治市の目指す姿

将来都市像の実現のために市で持つべき視点や目標を記載。第4章施策体系

＜第2章＞総合計画策定の背景

＜第3章＞
今治市の目指す姿

瀬戸内しまなみから世界へ 夢が行き交うまちIMABARI ～みんなのふるさと、つむぐ未来～
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＜第4章＞施策体系
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第1次総合計画期間 第2次総合計画期間

強固な
地場産業

 海事産業やタオル産業
 しまなみを軸とした観光業
 食文化・エネルギーなど多様な産業

豊かな
自然環境

 しまなみや瀬戸内の優れた自然景観
 玉川の豊かな山間地域

魅力ある
今治
ブランド

 住みたい田舎No1
 サイクルシティ、海事都市など独自の魅力

これまでの取組や今治の強み、取り巻く社会潮流を踏まえ、
まちづくりの新たなステージへ

【市の歩み】

【施策大綱】 【基本目標】 【施策】

【市の強み】 【時代潮流】

【将来都市像】

夢やふるさとへの誇りを持ち、市民が主役の
まちづくり

安全・安心で快適に暮らせるまちづくり

世界に誇れる強みや魅力を醸成し
発信するまちづくり

魅力にあふれ、住み続けたい、帰ってきたい
と思えるまちづくり

①結婚・出産・子育て支援の推進、②教育の推進、
③スポーツ・健康づくりの推進、④文化・生涯学習の推進、⑤多様性理解の推進

①魅力ある都市の整備、②誰も取り残さないまちの整備
③インフラ設備の整備・保全、④消防・防災・防犯対策、⑤自然環境・景観の保全

①商工業の振興、②農林水産業の振興、③雇用機会・雇用環境の整備
④シティプロモーションの推進

①福祉環境の整備、②医療体制・社会保障の推進、
③市民協働の推進、④環境配慮の推進、⑤行財政改革

瀬戸内しまな
みから世界へ
夢が行き交う
まちIMABARI
～みんなのふる
さと、つむぐ
未来～

瀬戸内、しまなみのシビックプライドの醸成と、
世界に誇れる強みを生み出していく想い

「行き交う」で夢を世界に発信する側面と、
夢を求めて今治に戻ってくる様子を表現

世界的な都市を目指す想いと多文化共生、改革・
変化のイメージを込めて「今治」ではなく「IMABARI」

住み続けたい・帰ってきたいふるさとを目指す想い
と、次世代を育てていく想い

基本構想 基本計画
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を定める目標

将来都市像に向け
たまちづくりの方向性

資料１


